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心の主権

応用調和主義は、AIが文明の認知的病理を露わにした後の肯定的な道を説明している。補完的な記事：心の奴隷化はこの記事が答える状態を名付けている。関連記事も参照：学びの輪、臨在の輪、人間存在、調和実在論、技術のテロス、A.I.の存在論。



心の奴隷化は状態を名付ける。認知を計算に還元し、分析的レジスタを肥大化させ、生産を超えた心が何のためにあるのかについての説明を失った文明。AIは偽物を可視化することで病理を露にした。残っているのは肯定的な問い――現代文明がそれ自身の形而上学の内側からは答えられない問いである。主権を持つ心とはどのようなものか。人間存在がもはや単なる分析的産出の配信機構ではない場合、認知的な耕作とはどのような様相を呈するか。実際に認知的搾取ではなく認知的な繁栄をもたらすような建築とはどのようなものであろうか。

この記事はその問いを引き継ぐ。診断は最初の仕事であった。肯定的な道を明確に述べることが第二の仕事である。心の主権は私的な成就ではない――それは文明的な建築である。心が何であるのかについての正しい説明、心の全帯域幅を発展させる実践的な道、そして耕作を例外ではなく規範とする制度設計を必要とする。


I. 参与のための器官としての心

調和実在論は、近代的な計算的形而上学とは根本的に異なる心の説明を保持している。心はプロセッサではない。それは参与のための器官である――人間存在がロゴス、宇宙の内在的な秩序付ける知性と関わる能力である。最も完全にある思考は、データの操作ではない。それはものの構造を見通す行為である。理解は検索ではない。反省は再結合ではない。意味は産出ではない。

五つの魂の地誌――魂の解剖学をマッピングした五つの独立した伝統――は驚くべき精密さでこの点に収束している。意識の六番目の中心――心の眼、インド的地誌におけるアージュニャー――は単なる論理と分析の座ではない。それは直接的な知、言語的思考に先立つ明晰性の中心である。ギリシャ伝統のヌース――アリストテレスと新プラトン主義者における最高の理性的能力――は同様に三段論法的推論に還元不可能である。それは知的直観の能力であり、特殊から構築するのではなく普遍を直接見る能力である。アンデス伝統はカワイ――パクォが耕作する直接的な視力の能力――について語る。分析的ではなく参与的な見地である。中国伝統は心霊を三つの宝の頂上に位置付ける（精、気、神）。そして神は計算的能力ではない。それは全体のシステムが秩序立てられるルミナスな気づきである。アブラハム的な神秘主義の伝統は構造的に同等なものを名付ける。ラテンスコラ学派のインテレクトゥス、スーフィー形而上学のアクル、カバラのダート――各々が言語的推論を超えて、直接的な知のモードへと指し示している。

五つの伝統は、大陸と千年紀を超えて独立して出現し、心は近代西洋が不可視に崩壊させた活動様式を有しているという主張に収束する。分析的機能――分類、論理的推論、パターン・マッチング、議論の構築――はアージュニャーの一つの帯域幅であり、それはちょうどAIが良く複製するものである。しかし中心のより完全な表現は、内的な静寂、内容を伴わない明晰性、思考を産出する代わりに思考を組織する視力の能力、構造の直接的知覚、そして象徴的操作を超えて先立つ知を含む。平和は思考の欠如ではない。それは思考が必要とされるとき思考が現れ、必要とされない場合それが戻る基盤である。

これは現代的な緩い意味での神秘主義ではない。それは現象学であり、実践を通じた検証が可能である。真の瞑想に座ったことのある者なら、計算している心と明晰な心の違いを知っている。前者は忙しい。後者は目覚めている。AIは前者をシミュレートできる。後者へのアクセスはない――不十分な訓練データのためではなく、明晰性は意識の様式であり、意識は計算的特性ではないため。境界は技術的ではなく存在論的である。いかなるスケーリング則もそれを橋渡しできない。

心の主権はここから始まる。心が実際に何であるかについての正しい説明をもって。論理および静寂、分析および直接的見地、言語的推論および知的直観を含む完全な帯域幅を備えた能力。計算に奴隷化された心は、それ自身の能力の五分の四を忘れてしまった。その完全な解剖学を思い出す心は、すでに自由へと向かい始めている。



II. 心のためのジム

心の正しい説明が実現された場合、文明的瞬間は恐れに満ちた読みが見落とす対称性を明かす。

産業革命は物理的労働を自動化した。最初の恐れは人間の身体が萎縮するだろうということであった――そして特定の側面で、彼らはそうなった。座りがちなライフスタイルが流行的な代謝病を産出した。しかし何か他のことも起こった。最初は誰も予期しなかったことである。物理的運動は、生産的必要性の制約から解放されて、それ自体のために利用可能になった。ジム、武道、ダンス、スポーツ、ヨガ――意図的な物理的耕作の文明的インフラ全体が出現し、手作業がかつて成し遂げたよりも強く、より有能で、より美しい身体を産出する。農民の身体は必要性によって形作られた。運動選手の身体は設計によって形作られる。労働者は仕事がそれを要求したから動いた。実践者は運動それ自体が学問であり、芸術であり、道であるから動く。

同じ反転は今、心に対して利用可能である。もしAIがレンガ運びの認知的等価物――データ処理、機械的分析、公式的執筆、行政的推論、学んだテンプレートに従う象徴的操作――を引き継いだら、心は生産的強制から解放される。何が開くかは精神的な萎縮ではない。開くのは設計された認知的耕作の可能性である。思考を実践として、芸術として、学問として、遊びとして。何かのために思考するのではなく――給与のために、期限のために、成績のために――何かとして思考する。それは本質的に価値のある人間的活動として、存在の様式として、魂が宇宙の知的秩序に参与する方法として。

より深い点。ジムは失われた物理的労働を単に補償するのではない。それはそれを超える。知識によって構造化された意図的な運動は、非構造的労働が決してもたらしえなかった能力をもたらす。オリンピックの短距離走者の身体は、野良仕事の労働者の身体がなろうとしていたものではない。ダンサーの身体は、溝掘り労働者の身体のより洗練された版ではない。正しい解剖学の知識と継続的な実践によって構造化された意図的な耕作は、必要性が到達できなかった範囲に到達する。同じことが心についても真実であることが明らかになるだろう。明晰性、観想、創造的視力、哲学的深さ、体現された智慧、そして瞑想的な静寂を意図的に耕作する文明は、「知識労働」の時代――その奇想天外な分析的産出と慢性的な存在不能――が70歳で決して近づかなかった認知的能力を発展させるだろう。後期近代性の肥大化した分析的心は、レンガ運び人である。主権を持つ認知的存在は、意識の運動選手である。これらは直線上のポイントではない。それらは発展のまったく異なる秩序である。

AIが認知的萎縮を産出することへの恐れは、レンガ運びを身体的適応と混同する者の恐れである。レンガ運びはあなたを動かし続けた。それはあなたを強くしなかった。事務的認知を思考と混同した文明は、生産的活動を認知的発展と混同した。事務的負荷のクリアリングは認知的発展を脅かさない。それは認知的発展が最終的に認知的労働から区別され、その独自の用語に従って追求されることができる条件を創造する。



III. 心が解放されるとき開くもの

生産的分析的強制から心が解放されるとき、何が残るか。空虚さではなく――豊かさ。人間存在の認知的な恩恵は広大であり、文明がそれを使ったものは狭い。AIが複製する帯域幅――逐次的論理、パターン抽出、言語生成――は一片である。その一片が他の場所で処理されるとき、開くのは他のすべてである。

中心的な存在のモードとしての創造的表現。 給与のために分析的産出を産出する必要性がない心は、絵を描き、作曲し、書き、設計し、彫刻し、コード化し、構築し、夢見る自由がある――生産的義務の間に詰められた週末の趣味としてではなく、本質的な活動として。遊びの輪はこの次元を名付ける。欢びを中心に、音楽、視覚的・造形芸術、物語芸術、スポーツと身体的遊び、デジタル・エンターテイメント、旅行と冒険、そして社交集会をスポークとしている。これらは贅沢として扱われてきた――生産的労働への報酬、週末時間を満たすフィラー、疲れた平日への慰めとして。それらは贅沢ではない。それらは創造的活動様式における心の開花であり、一つの活動様式がその器械的目的に曲げられていない時に何のためにあるかを示す次元である。測定可能な産出を産出した場合にのみ認知を価値あるものとみなした文明は、それを体系的に飢え細らせてしまった。主権を持つ心は、創造が支払うからではなく、創造が地位を信号するからではなく、創造が認証を産出するからではなく、創造の行為それ自体が心がためにあるものだからこそ創造する。

謝辞なしの観想的な深さ。 瞑想、哲学的反省、現実の本質への継続的な調査――これらは近代文明では非実用的、自己耽溺、または不明瞭として周辺化されている。機械が「実用的な」認知的タスクを処理する世界では、観想的な心の次元はその汚名を失い、その中心性を回復する。臨在の輪は周辺的な豊かさから文明的生活の中心へと動く――それは構造的には、それが常に輪の建築の中にあったところである。アージュニャーは論理だけではない。それはまた平和でもある。その二つは人工的に分離されている。今、それらを統合する条件が存在する。市民がまじめに瞑想し、観想的に読み、それらを解決することを急がさずに哲学的問いとともに座り、内的な静寂を本当の学問として耕作する文明は、認知的深さが熱狂的な知識労働文化が決して到達したものをはるかに超える文明である。

心の眼の完全な帯域幅。 論理は消えない――それは適切なとき使用され、そうでないとき置かれる多くの楽器の一つになる。心の眼は、絶えず分析することの強制から解放されて、その他の能力を発見する。内容なしの明晰性、思考に先立つ視力、分析的機能が指し示すことのみ可能だったパターンと意味の直接的知覚、ルール従従に根ざしているのではなく臨在に根ざした倫理的識別、状況を見る能力。調和主義の伝統が認知の中心の平和として名付けるものは、受動性ではない。それは心の最高の活動化である――真の洞察が現れる基盤である静寂、思考を産出するのではなく思考を組織する見地。

体現された智慧と統合された知。 主権を持つ心は非具現化されていない。それはデカルト的形而上学の下で分離された身体と再統合される。学びの輪の癒しの芸術スポーク、その性別と開始スポーク、その実用的スキルスポーク――各々は象徴的操作層だけではなく、全人において生きている知のレジスタを名付ける。このより広い意味での智慧はAIが複製できない。なぜなら、それはテキストに保存されていないからである。それは身体の中で実践されており、生きた人生に対して較正され、臨在における人々の間で伝達される。この活動様式を耕作する文明は、知識労働時代がかろうじて産出した種類の人間を成長させる――明確なだけではなく根ざした人間、素早いだけではなく深い人間、巧妙なだけではなく賢い人間。

心を無限の方法で使う自由――思考のために思考する、創造のために創造する、それが商業的応用を有しているからではなく、それが本当に興味深いからだろう問いを探求する――これは、転位した知識労働者のための慰め賞ではない。それは決して失われてはいなかったはずである何かの回復である。心の主権はこの回復を構造的にしたものである。



IV. 耕作する建築

認知的主権は自発的に出現しない。いかなる文明も、一つの認知的労働形態を除去し、心をそれ自身の装置に任せることによって認知的繁栄を産出したことはない。心の奴隷化はデフォルト結果を名付けた。アルゴリズム的な鎮静、脳の腐敗、認知的崩壊。ジムは自分自身を構築しなかった。本当に運動的な人間存在を望む文明はすべて、運動的な耕作を可能にした制度、教学、そして文化的規範を構築しなければならなかった――そしてそれらを構築しなかった文明は予想可能な反対を産出した。

調和主義は認知的主権のための建築を提供する。調和の輪は解放された心を漂流させるままにしておかない。それは人間生活の完全なスペクトラムを――認知的生活を含めて――統合的な実践へと組織する。臨在を中心に、学びを智慧の学問的な耕作として、遊びを創造的自由の喜ばしい表現として、そしてロゴス自体を反映する分割統治の統一において、すべての柱をすべての他の柱に結びつけている。輪はメニューではない。それは全体的な人間のような何か――そして、文明的規模では、全体的な文明のような何か――の地図である。

文明的対応――調和の建築――は、主権を持つ社会が実際に必要とするものを名付ける。労働者を産出するために設計されたカリキュラムではなく、全人を発展させるために設計された耕作である。耕作――調和主義的用語――は庭師がぶどう樹で行うのと同様に、その独自の最も完全な表現に向けて生きている自然と共に働く。それは工業教育モデルの反対である。工業教育モデルは生の材料に外部的な形を強制し、産出の一様性によって成功を測定する。教育システムの主要な産出――情報を処理でき、構造化された文書を産出できる卒業生――は今、ロボットによって自明に複製可能である。それで、そのシステムは量られており、不足していることが判明している。計算は決してAIの責任ではない。AIは単に秤を強制しただけである。

認知的主権を目指した教育的建築は実際に何を含むであろうか。説明は教育の未来と調和的教学の記事に見えるが、核となる構成要素は原則的に明確である。

基礎的実践としての臨在。 瞑想と静寂は幼少期から耕作される。ウェルネス補充としてではなく、認知の基盤として。七歳で静寂の中で休息できる子どもは、17歳で知識労働世代が70歳で決して近づかなかった深さで思考するであろう。

コア・カリキュラムとしての哲学的深さ。 問いとの継続的な関与――何が実在するのか、何が善いのか、人間存在は何のためにあるのか――それらはボックスチェック演習における「批判的思考」ではなく、住むべき知的領土として扱われている。五つの魂の地誌の伝統は本物の哲学的な形成の基質になる。周辺の任意選択ではない。

非任意の創造的学問。 すべての人間は少なくとも一つの本当の創造的工芸の中で訓練される――音楽、視覚芸術、物語、身体的芸術――それが継続された認知的表現の様式になるレベルまで、装飾的な成就ではない。

統合された知。 治癒の芸術、実用的なスキル、関係的な芸術、生態的な芸術――各々は全人の中で生きている本当の知として耕作される。工業時代が産出した「知識労働者」と「手労働者」の二分化は、認知が全人間の活動として理解される場合に溶ける。

観想的調査。 即座の器械的報酬なしの現実への継続的な注意。自由主義的芸術における自由なの回復――市場化可能なものの認証ではなく、自由な心の耕作。

スキルとしての技術的主権。 機械によって使われることなく、楽器としてAIを使う能力。計算機を使わずに算術を失わずに、GPSを使わずに方向感覚を失わずに、執筆ツールを使わずにページ上で思考する能力を失わずに、計算機を使う類似物。これらは自動的ではない。すべてはスケーリングを要求する――そしてデフォルトが萎縮であるため、耕作は明確でなければならない。

この建築を構築する文明は、近代性がかろうじて一瞥した種類の人間を産出する。それを構築せず、古い制度と古い仮定に頼る文明は、脳の腐敗のデフォルトを得る――午後にアルゴリズム的フィードに奴隷化された心は午前に事務的産出に奴隷化されており、その間に主権を持つ実践がない。



V. 思考が何であるか

本当の問いは決して機械が人間の思考を置き換えるかどうかではなかったのである。本当の問いは、人間の思考が何であるか――そして私たちがそれを再発見することを望んでいるのか――であり続ける。

その完全性における思考は、分析的産出の産出ではない。それは人間存在の宇宙の知的秩序への参与である――その整列において意識がロゴスと一致し、その整列において真実と平和の両方を発見する活動。それはアージュニャーが完全な帯域幅で操作する。論理の明晰性だけではなく、直接見地の平和、分析に先立つ視力、静寂は思考の欠如ではなく、その最も深い基盤である。それは、実際に構造化されている心であり、近代性がそれを平坦化した心ではない。それは、五つの独立した伝統が測定可能な成功の注意深さで地図作成した能力である。各々は、正しく理解されている心は、人間存在が現実と現実が実際に構造化されているレベルで出会う能力であることを認識したためである。

心の主権は、人間存在がこれより広い説明から生きる条件であり、縮小されたものではない。修道院の精英のために予約された成就ではない。それは、耕作の建築が構築されている場所ならどこでも利用可能な文明的可能性であり、そうでない場所では不可能である。奴隷化と主権の間の区別は、最終的にはAIについてまったくない。AIはこの機会で、実質ではない。実質は、文明が実用的ではない心のテロスを表現でき、その後、そのテロスの周りに自分自身を組織できるかどうかであり続ける。

調和主義の主張は、それができること、そして、そのような文明の建築はすでに概要で見える――輪で、調和の建築で、五つの魂の地誌が文明的な激動の千年紀を通して保持した耕作の伝統である。主権を持つ心はユートピア的投影ではない。それは、その条件が今、数百年ぶりに明確に見える現実的な可能性である――偽物がそれらを曇らせていたため。

機械は残りを処理するであろう。



診断についてはこの記事が答える心の奴隷化に戻ってください。関連記事も参照：応用調和主義、人間存在、調和実在論、調和的認識論、学びの輪、臨在の輪、遊びの輪、調和の建築、教育の未来、調和的教学、A.I.の存在論、技術のテロス。
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